
重点取り組みの特定プロセス

重点取り組みの目標と進捗

　経営会議（現 執行役会）での議論や外部アドバイザーからの意見、お客さまからのアンケート結果を反映し、2018年度に、

「重点取り組み（マテリアリティ）」の特定を行いました。世の中の課題やステークホルダーの皆さまからのご要望を当社グループ

の強みを最大限に生かす戦略に照らして、下記のプロセスに基づき3つの重点取り組み（マテリアリティ）を選定しました。

　外部環境の変化、ステークホルダーの皆さまの声、企業理念の再整理を踏まえ、マテリアリティの見直しを進めています。

◆2023年2月～3月お客さまアンケート実施  

三越伊勢丹グループに一番期待している
サステナビリティの取り組み 

課題項目の選定

企業が持続可能な成長を続
けるうえで、影響があると
考えられる社会課題・環境
変化を100項目抽出

社内での対話

社会への影響度と当社事業
への影響度をプロットし、
14項目に絞り込み、3つの
マテリアリティに分類

ステークホルダーの評価

お客さまアンケートなどス
テークホルダーへのヒアリ
ングを通じてマテリアリティ
の方向性について確認

KPI 設定とモニタリング

重要項目にKPI を設定し、
モニタリングを実施

◆社会にも当社グループ事業にも影響の大きい項目

三越伊勢丹グループへの
影響度

社
会
へ
の
影
響
度

1 富裕層の拡大への対応
2 多様な消費形態の拡大への対応
3 少子高齢化・長寿命化への対応
4 都心回帰と地方過疎化への対応
5 AI（人工知能）・ロボットの進化
6 ECビジネスの拡大
7 日本一働きやすい会社
8 サステナビリティ調達
9 エネルギーの低炭素化
10 廃棄物削減とリサイクル推進
11 海や陸の生物保護の推進
12 顧客、お取組先の環境保全意識の高まり
13 地域活性化に向けた取り組み推進
14 コーポレート・ガバナンス／コンプライアンス

1 食品廃棄物・食品ロスの削減 18.9％
2 商品の品質・安全の確保・正確な表示 13.5％
3 省エネルギーなど、店舗や企業活動で排出する

CO2の削減 11.6%
そのほか、リユース・リサイクルの推進、包装材の削減
などが上位に選ばれており、環境課題への期待度が高
まっています。

三越伊勢丹アプリ会員の皆さまを対象にWEBアンケー
トを実施し、サステナビリティ活動に関する当社への期
待、関心のある社会課題などについてお伺いしました。 

n=4,821 

取り組みのアプローチマテリアリティ 現状 2024年度目標 2030年度目標

サステナビリティ

国内外に広がる店舗ネットワークと
商品調達力を生かし、モノ・コトを通
じて人と地域をつなぎながら、新たな
価値を提案するとともに、日本の技術
や伝統文化を次の時代につなげる

自治体、産業界など、百貨店・小売業
を取り巻くさまざまなステークホル
ダーと連携し、地域の魅力向上や文
化・伝統の継承に取り組む

温室効果ガス排出量
（2013年度比）

△ 50%

調達方針
従業員・お取組先への浸透率 100%

再生可能エネルギーの導入比率
（国内百貨店事業の電力に占める割合）
※国内百貨店事業の自社物件は100%

60%

温室効果ガス排出量
（2022年度実績速報値／
2013年度比）

△ 44.81%

お取組先アンケート 回答数292社（回答率51％）

お取組先との対話の実施 34社
（2022年度実績）

後方照明のLED化推進
長期修繕計画による高効率機器への更新
新技術を用いた設備システムの導入によ
る省エネルギーの推進

調達方針が全てのお取組先に開示・説明
され、課題共有、解決への対話がなされて
いる状態

人権デュー・ディリジェンスのプロセスが
定着している状態

従業員に対する人権教育100%実施

地域と一体で、まちの魅力を生かし、
百貨店を中心としたあたらしい
“まちづくり”を実現させる

地域社会との協創
文化・伝統の振興・継承
未来を拓く「人とのつながり」

脱炭素社会に向けて

ダイバーシティ&
インクルージョンの推進

生涯CDPの推進

ライフワークバランスの実現

コミュニケーション

サプライチェーン・
マネジメント

女性管理職比率
※グループ計（2023年4月1日時点） 30.6% 女性管理職比率

※グループ計 33.0% 女性管理職比率
※グループ計 38.0%

従業員エンゲージメント調査回答率
※グループ計（2022年度実績） 100% 従業員エンゲージメント調査回答率

※グループ計 100%

男性の育児休業取得率
※（株）三越伊勢丹（2022年度実績） 97.4% 男性の育児休業取得率

※（株）三越伊勢丹 100% 男性の育児休業取得率
※グループ計 100%

障がい者雇用比率
※（株）三越伊勢丹および首都圏主要
グループ会社の合計（2023年6月1日時点）

2.83%
障がい者雇用比率
※（株）三越伊勢丹および首都圏主要
グループ会社の合計

3.00%
障がい者雇用比率
※（株）三越伊勢丹および首都圏主要
グループ会社の合計

3.50%

年間総実労働時間1,700時間
台達成企業の割合
※グループ23社対象（2022年度実績）

39.1%
年間総実労働時間1,700時間
台達成企業の割合
※グループ23社対象

80.0%
年間総実労働時間1,700時間
台達成企業の割合
※グループ23社対象

100%

当社グループのサステナビリティに関する取り組みの詳細は、「三越伊勢丹ホールディングス サステナビリティレポート」をご参照ください。
※2023年11月末に2023年度版発行（当社ウェブサイトに掲載）予定

目指す姿

取り組み事項

考え方
　当社グループは、社会・経済の持続的な発展を目指し、地域社会の一員として、さまざまな活動に取り組んでいます。私たちを

取り巻く人や地域社会と積極的にコミュニケーションをとりながら、さまざまな視点から見た「百貨店業を中心とした当社グルー

プだからできること」を考え、従業員一人一人の積極的な参加のもとに実践しています。具体的な取り組みとして、主に地域活性

化、募金活動を中心とした社会貢献に関わる活動、文化・伝統事業への貢献、次世代育成を行っています。今後も、地域社会との

信頼構築を推進していきます。

　当社グループの強みである、国内外に広がる店舗ネット

ワークと商品・サービス調達力を生かし、モノ・コトを通じ

て日本の技術や伝統文化を次の時代につなげます。また、

人と地域をつなぎながら、社会課題の解決と新たな価値

を提案します。

　お客さまのより豊かなライフスタイルの実現に貢献する

ため、人の想いや感性に触れ合える場所づくりのほか、各

地域の文化や伝統、名産品をご紹介するなど、人と地域を

つなぐ取り組みを推進しています。

◆地域社会との協創

　百貨店店舗を中心に、地域のステークホルダーと積極的に関わり、地域特有の社会課題や、地産地消の推進に取り組んでいます。

　また、三越伊勢丹ふるさと納税などのオンライン事業や、法人事業、ギフト事業においても、特産品のご紹介などを通して地域活

性化に向けて取り組んでいます。

◆文化・伝統の振興・継承

　お客さまのライフスタイルをより豊かなものにするため当社グループでは、文化に関心のある誰もがそのすばらしさを体感できる

催事を継続的に運営しています。「春の院展」「日本伝統工芸展」といった文化展のほか、外国の文化を紹介する外国展、日本各地の

名品を紹介する物産展を開催しています。

　近年では、国立博物館・美術館と協業し、日本の文化財の普及や保全にも貢献しています。

人・地域をつなぐ重点取り組み ❶

　「ソーシャルギフト※」のサービスをご利用いただけるECサイトです。オンラインでのギフト販売を通して、地方創生の取り組みを行っ

ています。生産者・メーカーが手掛ける優れた食品や工芸品を、当社が培ってきたマーチャンダイジング力とネットワークを生かして商

品開発支援からPR、販売、それらの成果分析までを一緒に取り組んでいます。 

　2020年からスタートした本事業は、大きく成長し続けています。 

　地方事業者との取り組みでは、バイヤーが全国に足を運び、地元の名産品を発掘するところからス

タートします。百貨店バイヤーの豊富な経験を生かし、お客さまの潜在的なニーズを汲んだ切り口や

組み合わせをお取組先と対話を重ねながら、商品開発支援を行っています。 

　和歌山県の生産者との取り組みでは、若い世代のお客さまにも楽しんでいただける梅干しギフトを

商品選びから包装方法、パッケージデザインまで試行を重ねて商品開発支援を行い、大変ご好評を

いただいています。 

　この取り組みを通して、地域の魅力を発信し、事業者が継続的な収益を得る仕組みづくりを支援す

ることで、地域活性化に貢献することを目指しています。 

※ソーシャルギフト：住所を知らない相手にも、SNSやメールなどでギフトを送れるサービス

「MOO:D MARK by ISETAN（ムードマーク バイ イセタン）」TOPICS
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重点取り組み❶

人・地域を
つなぐ

重点取り組み❷
持続可能な
社会・時代を
つなぐ

重点取り組み❸
従業員満足度
の向上
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